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環境経営方針

環境理念をより良く理解し、全員参加で積極的に事業活動及び製品が与える環境負荷の削減に取り組み、持続可
能な循環型社会の構築に貢献します。

1.　環境マネジメントシステムを構築・運用し、定期的な見直しと継続的な改善を図ることにより、環境保全と
　　汚染防止を推進します。
2.　省エネルギー・省資源・廃棄物減量化、水使用量、化学物質使用量の削減等の環境改善目標達成に取り組み
　　ます。
3.　環境に配慮した資機材の調達と製品の提供を推進します。
4.　騒音、振動、VOC の発生などを抑制し、地域環境に配慮した環境改善活動を行います。
5.　環境保全に関する法令や条例及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。
6.　環境方針および環境への取り組みを全従業員が理解し、本方針にそって活動が行われるよう周知するとと
　　もに、環境方針を公開します。

環境方針　　　　　　　　

バンフーグループは、関わるすべての人々の健康や豊かさを大切にします。人々の暮らしに欠かせない生物多様
性の保全を重要視し、限りある資源の有効活用と循環を配慮した活動に努め、持続可能な社会実現に取り組んで
まいります。

環境経営方針

環境理念

制定日　令和4年7月1日
株式会社帆風

代表取締役 須藤高幸
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会社概要

会社名 株式会社　帆風

代表者 代表取締役会長　犬養新嗣
代表取締役社長　須藤高幸

設立 昭和55年2月

本社
所在地

〒162-0822
　　　　　　東京都新宿区下宮比町2-29
　　　　　　TEL：03-5229-8200
　　　　　　FAX：03-5229-8549

生産拠点
〒100-0003
　　　　　　東京都千代田一ツ橋1-1-1
　　　　　　TEL: 03-5293-7300

資本金 100百万円

事業内容　 企画/デザイン/DTP/CTP処理刷版/本機校正/印刷/情報処理/画像処理/広告/出力サービス/プリントマネジメント
/ｅコマース（ネット通販）

従業員
単体　　　：450名
　　　　　　グループ計：514名
　　　　　　（令和4年2月1日現在

売上高
単体　　　　：8,709百万円
連結　　　　：11,175百万円
（令和4年1月期）

グループ会社 クレアテック株式会社/株式会社ugo/シナジーコミュニケーションズ株式会社/株式会社プリマリール/
whoo株式会社
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組織及び申請サイト

◆帆風組織図（2023年1月現在）

所在地
〒100-0003
東京都千代田区一ツ橋1-1-1
パレスサイドビルB3F～B5

都心・竹橋の大規模工場

■皇居にほど近い千代田区一ツ橋にある2100坪の
印刷工場。
■地下鉄東西線竹橋駅直結、首都高速一ツ橋入り
口１分の好立地
■大量印刷に向いたオフセット印刷機を複数備え
た帆風の主力生産拠点です。
■最新の印刷機と自動化・標準化した工程管理に
よる「短納期」「24時間稼働」「安定した品質」
が特徴です。

申請サイト

所在地
〒162-0822
東京都新宿区下宮比町2-29

枠内　飯田橋
本社 Mグループ現在は

（株）クレアテックに移籍

竹橋プリンティングセンター
株式会社 帆風 生産本部
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実施体制－1

製造
第

２

部

POD　課長

名刺　課長

封筒　課長

製
造
第

1

部

　　　生産管理　課長（委員会兼任）

品質管理・5S　課長

進行業務　課長

印刷　主任

加工　課長

出荷・デリバリー　課長

組織

実質的活動
環境委員会が毎月の結果
集計を行い、それを元に

各部門責任者

製造第1部　次長
製造第2部　次長

環境委員会事務局
３名

監査役
１名

各課長に落とし込み

原案策定・見直し
年1回

環境方針の策定
目標・計画等の作成

工場統括責任者　
部長

環境委員会　
エコアクション21

◆実施体制　
方針・目標設定の手順

議題　安全関連
　　　　　1、労働災害報告
　　　　　2、リスクアセスメント報告
　　　　　3、化学物質リスク低減措置について
　　　衛生関連
　　　　　4、４S実施報告
　　　　　5、残業時間の推移
　　　　　6、安全衛生案アンケート
　　　　　7、大滝先生より
　　　　　8、その他、報告・連絡等

安全衛生委員会（毎月1回）
環境関連
　　９、電気、水道使用量報告。ゴミ排出量報告
　　10、環境活動報告
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実施体制－2

①目　　的 ：各現場からの意見を共有し、職場環境の改善を現場目線で考え行動する。
②テ ー マ ： 職場環境改善／4Sの徹底／情報の共有
③メンバー ：【委員長】生産管理課 課長
　　　　　　 【生産管理部】生産管理 次長【生産2部封筒】リーダー【品質管理】１名
④活動項目： リスクアセスメント活動／４S活動
　　　　　　 安全衛生委員会と連携し、アンケートに寄せられた意見に対する改善活動
　　　　　　 電気・水道・ゴミなど環境に関係する数値を管理し削減の啓蒙を行う（EA21）
⑤活動目標： ADPを迎え、4月からは昇進による新組織体制となり、新たなスタート。
　　　　　　 各メンバーと共に活動目標を掲げ、目的を持って活動する。

2023年 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

エコアクション21

各種チェック
リスクアセスメント

４S活動

安全衛生
アンケート
改善活動

※1　今期より新メンバーでの体制に伴い、各種チェックならびに運用などの引き継ぎを行う期間とする。

準備※1 各部門日々チェック　毎月発表

アンケート
実施

アンケート
実施

アンケート
実施対応・改善 対応・改善 対応・改善

更新審査準備※1 使用量・排出量管理／啓蒙活動

⑥年間計画 新体制
スタート
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取り組み手順

環境管理

責任者

•環境経営方針の策定　　　　　　　　　　●環境経営管理責任者の指名
•必要な資源の準備　
•経営における課題とチャンスの明確化　　●目的目標、実行計画の作成指示と承

環境委員会

•目的目標、実行計画の作成　　　　　　　●EA21環境経営システムの評価と見直し及び是正
•環境経営システムの構築と維持
•環境経営システムの実施　　　　　　　　●環境経営活動レポートの作成

各部門

推進責任者

•環境経営活動の運用と実施状況の把握及び報告
•自部署の活動推進及び日常の環境教育実施

従業員

•リーダーの指示により環境経営活動の実施

活動メンバー

工場統括責任者
部長

委員会事務局
3名

監査役
1名

各部門責任者
8名

正社員
アルバイト

実習生

PDCA
安全衛生委員会（毎月）
・リスクアセスメント報告
・４S報告
・化学物質リスクアセスメント（暴露防止）
・外部機関による環境測定（年2回）

環境問題を包有する他の社内活動
分科会（毎月）
・次課長による工場運営改善に関する研究発表会
品質会議
・製品品質改善会議共同活動
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環境経営目標とその実績

◆2021年ー2022年度実績

*購入電力の二酸化炭素排出係数：2021年　東京電力排出係数（0.452 kg-CO2/kWh）を使用

*
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環境活動計画の取組結果とその評価　

◆2022年

環境活動計画 取組結果 評価

1・使用電力削減 LED照明の導入。オフセット印刷機1台を廃棄処分。
お台場から移設してきたADP機材が増えても
ほぼほぼ電気使用量は変わらなかった。電気
代高騰の折良い結果となった。

２．廃棄物の減量と
　　リサイクル促進 工場レイアウト変更による廃棄物発生が増加。分別を促進。 大きな機材入れ替えもあり廃棄物が増えてし

まった。次年度改善したい。

３．水使用量削減 約50名の増員となっているがオフセット印刷機減少等による水使用減少 人員増加により使用量が増えると予想されて
いたが減少結果出せた。

４．化学物質使用量の削減 安全衛生活動により、有機溶剤・指定物質を含む薬品を随時切り替え。 少量だが有機溶剤等の使用が残っている。引
き続き取り組みを続け使用０を目指したい。

５．FSCの使用促進 オフセット印刷用紙において新たな森林認証「PEFC森林認証プログラム」を導入 オフセット印刷で一番使用する用紙を認証品
とすることが出来た

６．教育･訓練・資格
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●グリーンプリンティング（GP）認定工場取得　12月
●ISMS取得　5月
　適応範囲
・飯田橋本社内部門

営業部（東京）、営業支援課、店舗運営課、EC事業部、ECサービス事業部、プ
レートプランニング課、データチェック課（東京）

・竹橋プリンティングセンター内部門
進行管理課、POD課（オンデマンド、ノベルティ、ディスプレイ）、封筒課、配送
課、印刷課、加工課、ADP
営業部（大阪オフィス）

・データチェック課（札幌）
●産業医を招いての労働安全衛生委員会月に1度開催　継続中
●プライバシーマーク　全社1年毎に教育　継続中
●FSC監査　1年毎　継続中

2022年はISMS取得とGP工場認定を取得する
ことが出来た。特にGP工場は環境配慮された
印刷工場を認定する制度で工場の環境に対す
る意識、取り組みが高まった。今後エコアク
ション21活動と合わせさらに環境改善を進め
て行く。

７、ガソリン使用量 ルートのまとめ、アイドリングストップ 前年度数値が曖昧となり結果比較が出来な
かったが改善活動は行われている。
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環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況及びその評価結果

環境活動計画 取組結果
評価

前期 後期

1・使用電力削減
 

部門の移設・拡充やサーバールームの増設等
があったが工場全体の消費電力は前年度より
削減させている。右グラフ参照

〇 〇

２．廃棄物の減量と
リサイクル促進

 

分別を推進。また廃棄物（印刷物のヤレ）自
体を少なくしている。右グラフ参照 〇 〇

３．水使用量削減
 

メンバーが大幅に増えたにも関わらず大きな
変化は出ていない。 〇 〇

４．化学物質使用
　　の削減 

常により安全な溶剤を調査しているが変更は
なかった。 △ △

５．FSCの使用促進 FSC認証用紙に加えPEFC認証用紙も導入。
最多消費用紙はPEFC用紙となっている。 〇 〇

６．教育･訓練

・新たにISMS認証、GP工場認定を取得。そ
れらに対する教育が行われた。特にGP工
場認定は環境配慮をしている工場に与えら
れる認証なのでエコアクション21活動と
合わせ環境への意識が高まった。

・導入機材に対し環境への影響が意識される
ようになった

〇
ISMS
取得

 

〇
GP

認可

７、コロナウイルス
　　対策

・検温、消毒、マスク装着、接触者の自宅待
機などを行ったが罹患を止めることはでき
なかったが製造延滞は起こさなかった。

△ △

評価：○達成　△：監視　×：未達成

2021年 10.3t

2022年 8.8ｔ

削減 1.5ｔ

2021年 4331061kwh

2022年 4021544kwh

削減 309,517kwh
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環境経営目標

◆2023年度目標

 環境目標  実施項目
2022年度
(基準設定)

2022年実績
2023年度

目標

中期目標
目標に対する取り組み

2024年度目標 2025年度目標

二酸化炭素排出の
削減

（ｋｇ‐CO2）

二酸化炭素排出量の削減
（kg－CO2） 1,830,844 1,775,900

（22年度約3％減少） 1,775,900 1,775,900

電力使用量の
削減（kWh） 総量 4,050,540 3,930,000

（22年度約3％減少） 3,930,000 3,930,000

・省エネ仕様の機材導入*
・トイレや未使用部屋等こまめに消灯。
・エアコン設定温度、春、その日の状態に合わせた細かなコント

ロールを行う。
・使用しない機器のこまめな電源off。
・夜勤作業は不必要な箇所の消灯。

ガソリン使用量（ℓ） 総量 18,814 18,250
（22年度約３％減少) 18,250 18,250

・効率の良い配送ルート
・定時内生産で配送所持ち込みを減らす
・低燃費の車を導入

廃棄物の減量

一般廃棄物の
削減（kg） 総量 3,429,029 3,360,400

（22年度約2％減少） 3,360,400 3,360,400
廃棄物の減量とリサイクル促進。

・マイボトル･弁当持参を推進し、ゴミの発生を抑える。
・環境委員会の見える化を活発にし、更に意識向上を狙う。　
・冷水機を導入し、清涼飲料水の持込を削減する。

産業廃棄物の
削減（kg） 総量 489,742 475,000

（22年度約３％減少) 475,000 475,000 ・有価物への分別促進

水使用量削減 水使用量の
削減(㎥) 総量 2,443

2,418
（22年度1％減少) 2,418 2,418

水使用量削減
・印刷機器類の整備を重視し、無駄な溶剤＋水の削減を継続する。
・手洗い中の放水を禁止、こまめに止める意識の向上を指導。
・環境委員委員会の見える化を活発にし、更に意識向上を狙う。

化学物質使用の
リスク管理

化学物質
リスク管理 扱数 リスクレベル

再把握
リスクレベルの高い薬品

を1種減少 1種 ０種 情報収集、テスト

●中期目標については、生産増減、機材入れ替え・増加など不確定要素が多く状況が大きく変わる可能性があるが2023年目標値キープと
しています。
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2023年経過

◆2023年 第1四半期（2月～4月）振り返り

第一四半期は想定より生産量が上がったため水以外の項目の使用量が上がった。第二四半期は以降は生産量も落ち着き各活動も強化していく
ので目標数値に近づけていきたいです。
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環境経営計画－1

テーマ 44期あるべき姿 施策

デジタル印刷 ・データプリントサービス ・小ロット～中ロットの内製化 
・情報セキュリティ教育 
・資材の選定（のり付き用紙、のりトナーなど） 
・圧着加工機の選定

省エネルギー
工場

・二酸化炭素排出の削減　省エネルギー機材の導入、
・廃棄物排出量の削減 
・水使用量の削減
・化学物質使用量の削減　　　省エネの診断ができるレベルに
・製品の環境性能の向上及びサービスの改善
　SDGｓへの取り組み 、温室効果ガス排出量の見える工場へ 

・機械、資材、エネルギーの洗い出し、見直し、入れ替え
・GP活動 ・空調の入れ替え（省エネ機） 
・人感センサー付き照明 
・リサイクルの徹底（産廃物） ・ペーパーレス化の推進 
・ミス、ロスの撲滅 ・5Sの徹底 ・設備、資材の見直し

無人化・自動化・効
率化 

・発注の自動化
・紙積みの自動化
・加工ラインの見直し 
・中綴じ工程の自動化・検品の自動化 
・デジタル出荷ラインの統合 

・生産体制の見直し 
・適正人員配置 ・各工程での自動化を推進（分科会テーマ） 
・属人化作業の洗い出し 
・受け渡し工程の無人化

人財育成

・プロフェッショナルを育てる ・作業の標準化（全体）
・資格の取得（安全関連、倉庫業、運送業）
・コミュニケーション強化（全体） 

・多能工（各部門）
・設備メンテナス教育
・実習生日本語研修（N3、N2取得を目標）
・安全関連管理者（資格者）の見直し

品質・5S
・品質・5Sのグループ化
・同じミスを繰り返さない
・検品の自動化

・5Sグループ化
・作業手順書の作成
・品質の自動化
・環境への取り組み教育

職場環境

・気持ちよく働きやすい職場
・コミュニケーション強化
・モチベーションアップ
・挨拶の習慣
・実習生とのコミュニケーション

・従業員満足の活動を推進
・働きやすい環境
・休める環境（有給、休憩）
・実習生の職場環境
・再雇用者の仕事内容

◆44期竹橋工場のあるべき姿

城所部長を中心に活動、各部門次長・課長が推進。毎月の生産分科会、竹橋工場生産会議で進捗・状況を発表。
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環境経営計画－２

◆2023年 環境活動計画

6、FSCの使用促進
　　・印刷用紙、封筒のFSC化を進めていく。他の環境対策用紙にも目
　　　を向ける。
7、教育･訓練
　・避難訓練：年１回　竹橋パレスサイドビル訓練に参加。全部所対象
　　実施。
　・個人情報保護研修：年1回
　・FSC森林認証教育：年1回
８、他工場内活動との融合
　・安全衛生委員会活動との融合
　　「溶剤使用」、「リスクアセスメント」、「４S活動」、「安全衛
　　　生アンケート」等の固定議題の中で報告される環境に関する問題。
　・分科会
　・竹橋生産会議

１、二酸化炭素排出の削減
使用電力削減

　　・トイレや未使用部屋等こまめに消灯。
　　・エアコン設定温度、春、その日の状態に合わせた細かなコントロール
　　　を行う。
　　・使用しない機器のこまめな電源off。
　　・夜勤作業は不必要な箇所の消灯。
２、廃棄物の減量とリサイクル促進。

・マイボトル･弁当持参を推進し、ゴミの発生を抑える。また、リサイクル
　を促進する。
・環境委員会の見える化を活発にし、更に意識向上を狙う。　
・冷水機を導入し、清涼飲料水の持込を削減する。

３．水使用量削減
・４Ｓ活動で水を使用した清掃から、掃除機と乾拭き掃除を主とする。
・印刷機器類の整備を重視し、無駄な溶剤＋水の削減を継続する。
・手洗い中の放水を禁止、こまめに止める意識の向上を指導。
・環境委員委員会の見える化を活発にし、更に意識向上を狙う。

4、デリバリー車のガソリン使用量の管理
　・ルート設定、エコドライブ・アイドリングストップ運動
5、化学物質使用量の削減

全ての化学物質を対象に、リスクレベル減少を目標に活動する。
・必要最小限の材料管理と計画的な使用量の徹底、作業メンバーの意識
　を向上させる。
・必要な材料であっても、何時でも、誰でも自由に持ち出せない管理
　方法の構築と掲示物で意識の改善を促す。
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外部からの苦情など

◆環境関連法規（法規制及びその他の要求事項）の違反及び行政からの指摘、並びに訴訟・苦情等は、2020年
度から2023年3月の期間において有りませんでした。

◆近隣からの苦情も2020年度以降ありません。

◆外部からの苦情等の状況及び対応結果　　

　苦情記録 2020年 2021年 2022年

環境関連法規の違反及び行政からの指摘、並びに訴
訟・苦情等 なし なし なし

近隣からの苦情 なし なし なし

◆万が一苦情が発生した場合、右の「外部からの苦情等
受付結果票」に記入記録する。

外部からの苦情等受付結果票」
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環境関連法規などの取りまとめ

2022年度2月から2023年1月まで訴
訟等はございませんでした。

◆環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

〇：適用　△：自主的に適用　 
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事故及び緊急事態の想定結果及びその対策

・緊急連絡網構築　　　・年間1回のパレスサイドビル避難訓練
・工場内避難訓練の実施、自衛消防団の設置
・飲料水の備蓄　　　　・ヘルメットの保管事案に応じた連絡先へ連絡 担当役員、総務部へ連絡竹橋連絡網を使って共有

竹橋工場連絡 社外連絡 社内連絡

※個人情報の観点から個人名及び電話番号を消しています。
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緊急事態の対応に関する試行及び訓練の結果

◆直近の緊急事態対応訓練実施記録
想定する緊急事態 地震による火災

実施日時     2023年 3月 10 日（金 ）   14時 00 分 ～   
14時 30分

実施場所 パレスサイドビル

対象設備・作業 　　　　　竹橋工場室外退去

使用手順書 GP工場認定　緊急時の対応手順書
（文章番号45）による

＜参加者＞
　９名（右表）

＜訓練内容＞
　地震発生後火災が発生、室内から１F室外へ避難。パレスサイドビ
ル屋上にで消防講習。

＜反省・問題点＞
続くコロナ禍により規
模が縮小された訓練で
あった。

退室時の残存者に対す
る声かけ確認の声が小
さかった。

＜問題点の是正方法＞
4月以降コロナ禍に関する規制が解除となる。
次回訓練時は多くのメンバーを訓練に参加
させたい。
 
<手順書類の見直し内容＞
・各役割担当者確認
・誘導方法、持ち出し物の見直し
 
 
 完了日 2023年3月 22日　対応者 丸山              

参加者　　９人

氏名 所属・役職 役割

１ 個人名不表記いたします 竹橋工場次長 避難報告

２ 個人名不表記いたします 生産管理課長 避難誘導

３ 個人名不表記いたします 製造2部ADP封筒課長

４ 個人名不表記いたします 製造2部ADP封筒リーダー

５ 個人名不表記いたします 製造2部ADP入稿

６ 個人名不表記いたします 製造2部ADP入稿

７ 個人名不表記いたします 製造2部PODノベルティ

８ 個人名不表記いたします 製造2部PODノベルティ

９ 個人名不表記いたします 生産管理 ビル 連絡・調整

◆その他
・飲料水、缶入りパン、クラッカーを1日～２日程度備蓄
　　＊パレスサイドビルは優れた耐震構造を持ち自家発電設備も完備しています。
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問題点の是正処置及び予防処置の結果

◆安全衛生委員会
リ ス ク ア セ ス メ ン ト
チェックより
資源・エネルギー改善に
関するもの抜粋

◆安全衛生委員会
４S改善活動より
資源・エネルギー改善に
関するもの抜粋

毎月の活動を通して問題点を是正しております。
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代表者による全体の取り組み状況の評価と見直し

◆代表者による全体評価と見直し提言

評価：　環境目標が「達成できた」、「達成できなかった」は単なる結果で評価ではない。「達
成できた場合」は目標の設定方法や取組方法に問題はなかったか、次年度の目標の設定方法や取
組方法をどの様に考えるかを明らかにする。
「達成できなかった場合」はその原因を明確にし、次年度の目標や対応策を明らかにする。

環境目標項目 評価

CO2排出量削減
(特に電力使用量)

ADPが移設統合となったが使用電気量を抑えることが出来た。LED化
や機材削減の効果が出ています。次年度はデリバリー車のエコ化も進
めて行きます。

ゴミ分別徹底・排出
量削減／再利用
可燃・不燃（ペット
ボトル・缶・ビン・
その他）・古紙・段
ボール・ラップ

廃棄物の分別を強化することにより、リサイクルできる古紙回収を増
やしたことで、一般ゴミを削減することが出来た。さらにマイボトル
を増加させるなどし、廃棄物を削減させていきます。

産業廃棄物の減量 増加しています。管理体制の強化が必要と思われます。

水の使用量削減 約50名もの人員が増えたが大きな変化はでなかった。

化学物質使用量の
削減

使用量の減少、有害性の高い薬品は、ほぼ使用がなくなっています。
引き続き、新たな薬品導入の際には安全性に留意します。
取り扱いに注意して対応してまいります。

FSC・PEFC
認証品の使用

お客様に継続的に提案を実施して、FSC増加を目指します。
FSC以外の環境品も視野に入れていきます。

 
見直し
項目 結果と評価 次年度への提案

１
環境関連
法規遵守

状況
条項、条件に基づき、管理を実施。
引き続き遵守してまいります。

全員が把握できるように共有化を
図っていきます。

2 産業
廃棄物

前年度に比べて増加しました。今年
大型機材の入れ替えや大幅なレイア
ウト変更があった為と思われます。

日々の生産活動だけでなく、工場内
の改装で産廃が増えてしまいます。
次年度もいろいろな入れ替えが計画
されており気を付けて行きたいです。

３
化学薬品・
有機溶剤の

削減

化学薬品やの使用はひところに比べ
大幅に安全性が高まっていますが有
機溶剤2種、3種の使用が遺っている
のも現状です。

より安全な薬品の追及を続け、使用
にあたっては決められた使用方法を
守っていきます。

４
 

教育

・2022年度はISMSとGPプリンティ
ング工場認定を受けました。メン
バーへの教育を行っています。
・広い視野・情報収集が幹部メン
バーの展示会視察やメーカーショウ
ルーム見学のみでした。

・個人情報保護、FSC森林認証等の
固定の教育の他、作業内容変更時教
育や雇時教育を抜かりなく行ってい
きます。
・コロナ禍により出来なかった他社
工場見学などを行い一般メンバーの
視野を広げていきたいと思います。

5 安全対策 ２件の労災事故が起きています。再
発防止策を徹底しています。

リスクアセスメント活動を継続し事
故のない工場運営をしていきます

6 健康

コロナ禍は政府方針に合わせ、それ
以上の対策を取って来ました

新人・ベテラン問わず心の病で休職
となる者が出ています。

コロナ禍は収束に向かっていますが
他の感染症に注意し引き続きうがい
薬・手の消毒薬は常備していきます。

産業医の変更によって竹橋工場での
相談時間を設定。体の不調、心の問
題にアドバイスをいただけるように
しました。積極的に利用推進してい
きます。

１．環境目標取組状況
２．その他の取組と次年度への提言

2023年3月28日　生産本部　部長　　　　　　　
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働く環境への取り組み

カッティングマシンの導入によ
り、パネルカッターによるカッ
トから、機械でのカットにより
作業者の安全性が飛躍的に向上
しました。

印刷物の自動搬送をはじめとした
出荷工程の自動化により負担軽減。

人的負担を軽減させるため、自
動搬送機、シュリンク梱包機、
コンベアによる自動搬送機、パ
レタイジングロボットなどを導
入。

時短勤務、産休・育児休暇などのメン
バーと交流を深める「時短勤務者のつ
どい」を開催しています。

従業員の安全確保と労働環境の改善を
目的として、安全対策・残業時間削
減・健康に関することなどを話し合い
ます。

◆社員への取り組み
１、安全衛生委員会　毎月開催 ２、産業医面談

毎月1回、産業医の先生が社内に1日
滞在しての、健康およびメンタル面で
の個別相談対応をしていただいており
ます。

３、外部機関による環境測定
　　年間２回（６月・12月）

４、時短勤務や産休・育児
　　休暇などの支援制度

５、自動化、機械化

印刷溶剤を扱う
B3・B5フロアーを
測定

●次長・課長分科会最重要テーマ

ほぼ第1管理区分
の判定。
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環境に対する取り組み（グリーンプリンティング工場）

「グリーンプリンティング認定工場（印刷部門：オフセット）」
グリーンプリンティング認定工場

認証番号：E10010

認証取得日：2022年12月

認証情報：https://www.jfpi.or.jp/greenprinting/gp_detail/id=2118

グリーンプリンティング（GP）認定工場の環境配慮内容
■法令や条例に対する遵法はもちろんのこと、地域住民への環境影響（悪臭、騒音、振動等）を未然に防ぐ対策を盛り込んでいます。
■VOC発生などの大気汚染防止、廃棄物削減、リサイクル推進、地球温暖化防止など、地球規模での環境対応を基準化しています。

グリーンプリンティング認定工場について

● ＧＰ認定とＳＤＧｓ

グリーンプリンティング（ＧＰ）認定は、主としてＳＤＧｓの「目標１２：
持続可能な生産消費形態を確保する」に対応するとともに、環境保全に関
係する他の目標の実現に寄与しています。

グリーンプリンティング（ＧＰ）認定工場への発注は、印刷製
品の調達においてサプライチェーンを通じたＳＤＧｓの実現に
寄与するものであり、調達した印刷製品へのＧＰマーク表示は、
ＳＤＧｓに対する調達者の姿勢を示すことになります。
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環境に対する取り組み（森林認証）

森林認証制度とは
森林認証制度は、適切に管理された森林から切り出された木材など
に各機関が管理している認証マークをつけ、持続可能な森林の利活
用・保護を図る制度です。
森林認証は「FM認証」と「CoC認証」の2つの認証から成り立って
います。

FM認証（森林管理認証）
持続可能で適切な森林管理が行われていることが確認された森林に
与えられる第三者認証です。

CoC認証（加工・流通過程管理認証）

森林管理認証を取得した森林（認証林）から切り出された木材とそ
の他責任をもって調達された原材料を加工及び輸送する際に、違法
材や非持続可能な木材が混入しない適切な管理を行っていることが
確認された組織に与えられる第三者認証です。

森林認証制度について
FSC®森林認
証 FSC®森林認証は、世界に責

任ある森林管理を広めるため
の国際的な森林認証制度です。

FSC® CoC認証

認証番号：SA‐COC‐002028

認証取得日：2009年3月

PEFC森林認証

PEFC森林認証は、欧米を中心
として、各国で定められた国・
地域別の森林認証制度の相互承
認を行う制度。徐々に普及浸透
してきています。

PEFC CoC認証

認証番号：SA‐PEFC‐COC‐002028

認証取得日：2022年5月
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環境に対する取り組み　（省エネ法）

省エネ法とは

「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」（以下「省エネ法」という。）は、石油危機を契機として昭和54年に制定された
法律であり、「内外におけるエネルギーをめぐる経済的社会的環境に応じた燃料資源の有効な利用の確保に資するため、工場等、
輸送、建築物及び機械器具等についてのエネルギーの使用の合理化に関する所要の措置、電気の需要の平準化に関する所要の措
置その他エネルギーの使用の合理化等を総合的に進めるために必要な措置を講ずることとし、もって国民経済の健全な発展に寄
与すること」を目的としています。経済産業省資源エネルギー庁主管。

帆風（特定事業者番号671031）は、
2022年度（令和4年度）に提出した
2021年度実績の定期報告書において
事業者クラス分け制度のSクラス評価
をいただきました。

掲載Webサイト
https://www.enecho.meti.go.jp/category/
saving_and_new/saving/enterprise/overvi
ew/institution/

事業者クラス分け評価制度

省エネポータルサイトより抜粋
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竹橋工場生産物で使用可能な環境関連マーク

廃食用油等をリサイクル
した再生油を使用したイ
ンキです。

ベジタブルインキ UVエコインキ

省エネ型UV印刷専用のイ
ンキ。
VOC含 有量１％未満を基
準とするNon-VOCインキ
です。

構成成分中の高沸点石油系
溶剤を植物油等に置き換え
て１％未満に抑えた印刷イ
ンキです。

Non‐VOCインキ

生物由来の資源（バイオマ
ス）を利活用し、品質及び
関連法規、基準、規格等に
合致している環境商品。

FSC認証
きちんと管理された森林
から生産された林産物や、
その他のリスクの低い林
産物を使用した製品。

バイオマスマーク

PEFC 森林認証プログラム

森林管理認証を受けた森
林から生産された木材や
リサイクル材を原材料と
して一定の割合以上使用
している印刷用紙。

グリーン電力

風力・太陽光・バイオマス
（生物資源）などの再生可
能な自然エネルギーによっ
て発電された電力。

客観的な審査によって環境配慮
された印刷工場を認定する制度
です。

グリーンプリンティング
（ＧＰ）認定工場

ISO/IEC 27001
（ISMS）認証

プライバシーマーク

情報セキュリティマ
ネジメントシステム

個人情報保護法順守

インキに関するもの

印刷用紙に関するもの 他資格

機材に関するもの
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社会貢献

◆古紙回収サービス

環境への取り組みの一環として、
お客様のもとで余った印刷物の回
収・リサイクルをいたします。
弊社が承った印刷物はもちろん、他
社で印刷された印刷物も回収対象と
させていただきます。
その印刷物は、資源として生まれ変
わることができます。

回収日時 毎週水・金12：00～17：00（祝日除く）

申込期日 水曜に回収をご希望の場合
月曜18時まで

金曜に回収をご希望の場合
水曜18時まで

量 A3段ボール1個程度

荷姿 同じ大きさの紙をまとめ、結束してください。

お客様対象 弊社に顧客登録をいただいており、
回収先の登録の住所が東京23区内のお客様

回収対象物 ポスター・チラシ・パンフレット・封筒
(帆風または他社の印刷物も回収対象

サービス概要
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地域貢献

◆パレスサイドビル周辺清掃
・時間帯　：9:00~9:15
・担当部門：①~⑤部門の輪番制
　①印刷、②加工、③POD、④出荷、デリバリ、生産管理、
　⑤旧ADP
・清掃用具：ほうき、ちりとり、トング
・用具置場：トラックヤード

※重点清掃箇所

[A] 平河門側ビル出入口付近（丸紅側）

[B] 皇居側歩道（内堀通り沿い）

[C] 竹橋駅出入口付近（ビル正面玄関側）

[D] 区道沿い、喫煙室前

[A][B]
[C]

[D]

B 建物正面入り口
付近の歩道

C 建物西口付近の歩道A 区道　
平川門交差点側

D 区道　
竹橋交差点側

清掃風景




